
                                 

 

 

全釧路教職員組合・書記古川和美   2023・10・６   ＮＯ２  

 みなさーん‼組合員が増えましたよー 

全釧路教職員組合はがんばっていますよ‼組合員が

増えています。4 月から 1 人、7 月にまた 1 人と増え

ています。“私たちが増やしているのは「数」じゃない。

一緒に運動をつくる組合の「仲間」だ”（道教組副委員

長の言葉です。）異常な多忙化が学校教育に影を落とし

ているそんな中、粘り強く組合の魅力について語り、相

談にものり、気持ちに寄り添って一緒に悩み、考えた

日々…並大抵のことではありません。けれど組合ってやはり大事‼教委との交渉、国会への署名

提出。1 人 1 人の組合員の力、組合に結集することが世の中を動かしています。加入してくださ

った皆さん、ありがとうございます！少しずつの力を集めれば、大きな大きな力になります‼  

みなさん‼おめでとうございます‼☆彡  

私たち全釧路教職員組合は子どもや教育を守るたくさんの取り組みをしています。組合員が一

人でも増えることで教育条件の改善や平和を守るための運動が前進し

ます。組合員の加盟により、大きな力を得ました。本当にうれしい限り

です。困ったことは“全釧路教職員組合”へ釧路で解決できないところ

は“全北海道教職員組合”へそれでも大変なところは“全日本教職員組

合”へと全道、全国へとつながっています。仕事で苦しいとき、困った

とき、いつも支えとなるの  は全釧路の仲間たち、仲間と手を取り合え

る組合へ  “ようこそ”  

     

 

 

 

 

 

ぜんくしろだより

月のおたより  

しょき  

    ゆきとどいた教育を求める署名 

Co-op さっぽろ星が浦店で今年は今まで 2 回集め、100 筆以上

集まっています。締め切りは 12 月上旬になっています。どしどし

全くしろまでお寄せください。給食費を無料に！返済の必要のな

い奨学金をという話をするとほとんどの方がしてくれます。”そう

そうそのとおり“といって友人にもしてもらうと用紙を持ち帰っ

てくれたお母さんもいます。「子どもは未来の宝」だれしもが安心

の未来を手に入れるためにはとても大切な署名です。  



福井高教組・弁護士会「今欲しいものと問われれば、睡眠時間とはっきり言える」。福

井県若狭町立中学校の新任教員、嶋田友生さんはこんな日記を残して、自ら命を絶ちまし

た。父、富士夫さんが起こした裁判では、県と町に対する損害賠償が認められました。同

県内で今秋、教職員組合や弁護士会、PTA 連合会がシンポジウムや学習会を予定。長時間

労働解消を求める動きが強まっています。嶋田さんの裁判を担当したのは、海道宏美弁護

士です。福井弁護士会では 11 月 4 日にシンポジウムを予定。「全国民で考えあ

い、教職員の働き方を緊急に変えることが必要だ」と話します。  

給特法廃止しか… 公立学校教員の長時間労働過労死に対し初めて賠償を認め

た福井地裁の判決に、県と町は控訴せず判決が確定。県教育委員会と県 PTA 連合会は連名

で、部活動の休みを増やすなど教員の働き方改革を進めることを、公立学校のホームペー

ジで知らせています。しかし県の調査（２２年度）でも、中学校教員の６割以上が月 45 時

間以上の時間外労働をしています。調査は在校時のみで、持ち帰り仕事や部活動の遠征な

どは含みません。富山地裁も今年 7 月、過労死した富山県滑川市立中学校教員の遺族への

賠償支払いを認め、確定しています。この訴訟にも関わった海道弁護士は「どちらも給特

法が実態と乖離していることを認めました。小手先の改善では長時間労働はなくせません。

給特法を廃止し、正確に労働時間を把握して、長時間労働を一気になくすこ

とが必要です」と強調します。  

みんなで学んで  福井県高等学校教職員組合（福井高教組）は、6 月の大会で特

別決議「給特法」抜本改正、業務削減で長時間労働を解消しよう」を採択し、地元 2 紙が

報道。教育研究者有志 20 人が呼びかけた全国署名にも、７月にとりくみました。委員長

の長谷川浩之さんはいいます。「公立学校の教員のみ残業代が出ないことが、長時間労働

に歯止めがかからない一番の原因です。学校が長時間労働だと知れ渡り、採用試験の応募

者定員に満たない教科もあります。早期退職する若手もいます。正規の教員が少ない中、

教育のデジタル化も、生徒を集める「魅力化」も進路対応も、部活動の熱中症対策も…と

業務は増えています。県内の私立高校では労働基準監督署の指導が入り、残業代をだすこ

とになりました。その結果、巨額の残業代に驚いた学校側は、労働組合と残業代に関する

36 協定を結びました。「残業代を出すようにすることで業務を減らすことはもちろん、少

人数学級を進め、教員を増やしたい」福井高教組委員長長谷川さんは「みんなで学びあっ

て世論を動かし、生徒１人ひとりに寄り添って働き続けられる職場にしたい。」と話しま

す。2023 年 9 月 21 日付新聞赤旗 1 面                      

署名も集めています !!ぜひご協力ください。   

「欲しいのは睡眠」自死した新任教員  


